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　2011年東北地方太平洋沖地震による福島第一原子力発電所の重大な事故の教訓を踏まえて、原子力規制委

員会(2013)は「基準津波及び耐津波設計方針に係る審査ガイド」を発表し、その中で、日本周辺海域で想定さ

れる巨大地震による津波の波源域として、3つの領域を挙げている。そのうち、南海トラフから南西諸島海溝

沿いの領域は、最も規模が大きく、MW 9.6程度で、長さは約2000 kmと推定されている。 

 

　一方、島崎(2012)は、「過去の海溝型地震では海底が長波長で変形するのみで、活断層の地震で言えば、地

表の痕跡からは認めにくい地震に対応する。3.11地震こそが、トレンチ調査で認めることができる地震に対応

する海溝型地震であり、初めてその実態が明らかとなった。これまで普通の海溝型地震と思われてきた地震は

下位の地震で、海溝直近地震が最も基本的な海溝型地震である。」と解釈している。さらに、田島・他

(2013)は、プレート境界地震も内陸地殻内地震と同様に、地震規模に応じて、断層幅が断層長さと比例する第

1ステージ(自己相似モデル)から断層幅が飽和する第2ステージへと遷移することを指摘している。以降、本稿

では、Scholz (2002)にならい、断層破壊が地表(海底)まで達しない地震を小地震、地表まで達する地震を大地

震とよぶこととする。 

 

　プレート境界地震による強震動の予測方法として、地震調査研究推進本部(2005)は、1978年宮城県沖地震(

MW 7.6)や2003年十勝沖地震(MW 8.1)の地震動評価を踏まえて、円形クラック式(Eshelby, 1957)に基づく、プ

レート境界地震の強震動予測のためのレシピを公開している。しかし、これは、島崎(2012)のいう「地表の痕

跡からは認めにくい地震」であるMW 8クラスまでの小地震、即ち田島・他(2013)が指摘している第1ステージ

の地震を対象としたものである。破壊が海底まで達する大地震の場合だと、断層幅の飽和による第2ステージ

に移り、地表で応力が解放されて境界条件が変わることから、断層面の平均応力降下量の評価に円形クラック

式をそのまま適用することは不適切である。 

 

　最近、ドルジャパラム・他(2015)は、長大な低角逆断層を対象として、断層破壊が地表 (海底)まで達する場

合の平均動的応力降下量の近似式を、動力学的断層破壊シミュレーションを行うことにより求めている。 

 

　そこで、本稿では、プレート境界地震を断層幅が飽和しない小地震と断層幅が飽和する大地震に分類し、大

地震については、円形クラック式の代わりに動力学的断層破壊シミュレーションによる平均動的応力降下量の

近似式を用いて、実際の地震データに基づき、平均動的応力降下量とアスペリティの動的応力降下量を算定し

た。またこれらの値を用いて、プレート境界地震における巨視的断層パラメータの相似則を設定した。 

 

　次に、算定した平均動的応力降下量とアスペリティの動的応力降下量を用いて、断層破壊が地表まで達する

プレート境界地震の強震動予測のための断層パラメータの設定方法を提案した（図1）。その際、断層モデル

SSS14-15 日本地球惑星科学連合2018年大会

©2018. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SSS14-15 -



キーワード：

Keywords:

は、強震動を生成するアスペリティと強震動を生成しない背景領域に加え、杉野・他(2014)の津波の特性化波

源モデルにならって、津波波源領域として大すべり域と超大すべり域を導入した。 

 

　最後に、提案した断層パラメータの設定方法で東北地方太平洋沖地震を対象として、断層パラメータを算定

し、経験的グリーン関数法により強震動の再現計算を行った。その結果、地震記録がほぼ再現でき、提案した

断層パラメータの設定方法の妥当性が検証できた。 
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